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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和2年10月22日(2020.10.22)

【公開番号】特開2019-64401(P2019-64401A)
【公開日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-016
【出願番号】特願2017-190796(P2017-190796)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｋ  13/02     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  35/10     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  35/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ   13/02     　　　Ｃ
   Ｆ０２Ｂ   37/00     ３０２Ｄ
   Ｆ０２Ｍ   35/10     １０１Ｇ
   Ｆ０２Ｍ   35/10     １０１Ｍ
   Ｆ０２Ｍ   35/10     １０１Ｊ
   Ｆ０２Ｍ   35/16     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジン本体と、前記エンジン本体の前面に取付けられたケース部材と、前記エンジン
本体の車両の幅方向側面に取付けられた過給機とを備え、車両の前部に設置される内燃機
関と、
　前記内燃機関の前方に設置され、前記過給機で圧縮された空気を冷却するインタクーラ
とを備えた車両に設けられ、
　前記過給機と前記インタクーラとを連絡する過給機用配管の取付構造であって、
　前記過給機用配管が、上流端が前記過給機に接続される第１の過給機用配管と、前記第
１の過給機用配管の下流端に接続され、前記第１の過給機用配管から前記インタクーラに
向かって延びる第２の過給機用配管とを含んで構成されており、
　前記第１の過給機用配管が前記ケース部材に支持されていることを特徴とする過給機用
配管の取付構造。
【請求項２】
　前記ケース部材を車両の前方から見た場合に、前記ケース部材の前記過給機側の車両の
幅方向端部に、前記エンジン本体と前記ケース部材とを締結する締結部と、前記第１の過
給機用配管が取付けられる配管取付部とが設けられていることを特徴とする請求項１に記
載の過給機用配管の取付構造。
【請求項３】
　前記締結部は、上下方向に並んで形成される第１の締結部と第２の締結部とを備えてお
り、
　前記配管取付部が上下方向において前記第１の締結部と前記第２の締結部の間に設けら
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れており、
　前記第１の締結部および前記第２の締結部の少なくとも一方は、前記第１の過給機用配
管と同じ高さの位置に形成されていることを特徴とする請求項２に記載の過給機用配管の
取付構造。
【請求項４】
　前記エンジン本体の上部に、吸気カムシャフトおよび排気カムシャフトと、前記吸気カ
ムシャフトおよび前記排気カムシャフトの少なくとも一方の前端部に取付けられた油圧ア
クチュエータとが設けられており、
　前記ケース部材は、前記エンジン本体の上部から前方に向かって膨出し、前記油圧アク
チュエータを収容する膨出部を有し、
　前記膨出部は、前記吸気カムシャフトと前後方向に対向する吸気側膨出部と、前記吸気
側膨出部に車両の幅方向で連結され、前記排気カムシャフトと前後方向に対向する排気側
膨出部とを備えており、
　前記配管取付部の上方が前記排気側膨出部で覆われていることを特徴とする請求項３に
記載の過給機用配管の取付構造。
【請求項５】
　前記ケース部材に、前記油圧アクチュエータにオイルを供給する油圧制御弁が挿入され
る油圧制御弁取付部が形成されており、
　前記油圧制御弁取付部は、前記吸気側膨出部および前記排気側膨出部を跨がるようにし
て前記吸気側膨出部および前記排気側膨出部の下部に連結されており、車両の高さ方向に
おいて前記配管取付部と同じ高さ位置に形成されていることを特徴とする請求項４に記載
の過給機用配管の取付構造。
【請求項６】
　前記ケース部材は、オイルポンプと、前記オイルポンプから供給されるオイルが流れる
オイル通路とを備えており、
　前記オイル通路は、前記オイルポンプから上方に延びる第１のオイル通路と、前記第１
のオイル通路の上端から前記吸気側膨出部の下側を横切って前記排気側膨出部に向かって
延びる第２のオイル通路とを備えており、
　前記第２のオイル通路は、前記油圧制御弁取付部の下方に設けられており、
　前記第２のオイル通路の延びる方向の先端部は、前記第２の締結部まで延びていること
を特徴とする請求項５に記載の過給機用配管の取付構造。
【請求項７】
　前記ケース部材の幅方向中央部に、前記エンジン本体と前記ケース部材と締結する中央
側締結部が設けられており、
　前記中央側締結部によって前記第２のオイル通路と前記油圧制御弁取付部とが連結され
ていることを特徴とする請求項６に記載の過給機用配管の取付構造。
【請求項８】
前記ケース部材は、前記エンジン本体の内部に冷却水を循環させるウォータポンプが取付
けられるウォータポンプ取付部を有し、
　前記ウォータポンプ取付部は、前記第１のオイル通路に対して前記配管取付部側で、か
つ前記第２のオイル通路の下方に位置しており、
　前記締結部は、前記第１の締結部および前記第２の締結部に加えて、前記ウォータポン
プ取付部の下側に形成される第３の締結部を有し、
　前記ウォータポンプ取付部の上側外縁部が前記第２の締結部に連結され、前記ウォータ
ポンプ取付部の下側外縁部が前記第３の締結部に連結されていることを特徴とする請求項
６または請求項７に記載の過給機用配管の取付構造。
【請求項９】
　前記第１の過給機用配管は、ブラケットを介して前記配管取付部に取付けられており、
　車両の平面視において、前記インタクーラは、車両の幅方向で前記エンジン本体のクラ
ンク軸線に対して前記過給機と反対側に設けられており、
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　前記第１の過給機用配管は、前記過給機に接続される空気導入部と、前記空気導入部か
ら前方に延びる水平部と、前記水平部から前記ケース部材の前側に屈曲し、前記第２の過
給機用配管に接続される屈曲部と、前記ブラケットによって支持される支持部とを有し、
　前記支持部は、前記水平部のうち前記空気導入部よりも前記屈曲部側に偏倚した位置、
若しくは、前記屈曲部に設けられていることを特徴とする請求項２から請求項８のいずれ
か１項に記載の過給機用配管の取付構造。
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